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団体名 所在地 申請事業名 対象地域 事業概要 助成予定額（円）

特定非営利活動法人ACOBA 千葉県
困窮する子ども・若者の支援体制整備事業
～事業持続性を意図するコミュティビジネス視
点でNPOを支える～

千葉県
東葛地区

2018年相対的貧困率は15.7％であり、子どもでみると7人に1人の割合で貧困家庭
と言われ、特に1人世帯では2人に1人が相対的貧困にあるとされる。このコロナ禍
第7次とインフレ下にあって生活困窮状態は更に加速化している。本事業では、東
葛地域で強くその影響を受ける子ども・若者の「学び・生活・仕事・住まい」の分野
で支援活動を展開する。活動を手がけるNPOは、コロナ禍で体力が低下しており、
伴走支援では事業計画及び推進体制の再構築等寄り添った支援活動を行ってい
く。事業終了時には、「困窮する子ども・若者へ支援活動が実施・改善され、事業を
継続していける出口戦略の目途がついている状態を目指す。

76,999,000

公益財団法人
日本国際交流センター

東京都
外国ルーツ青少年の教育スタート支援
～スムーズなスタートを支える体制作り～

全国

本事業は、コロナ禍にて大きな変容がみられる外国ルーツ青少年に対する支援の
質と量両方の再整備により、日本に暮らす外国ルーツ青少年、とりわけ新規来日
又は再入国の外国ルーツ青少年の日本社会へのスムーズな適応を促進するとと
もに、外国ルーツ青少年への教育を保障するための支援体制を強化する。具体的
には、①新規来日及び再入国の外国ルーツ青少年への初期適応支援を行う、②
日本の学校への適応のための日本語及び教科学習支援を行う、③進学・編入学
のための教育支援を行う、④地域での受け皿の創出・再生を行い、今後増加する
と見込まれる外国ルーツ青少年への支援のための体制整備の戦略、方向性を抽
出し、政策提言につなげる。

102,844,650

公益社団法人
ユニバーサル志縁センター

東京都 社会的養護アフターケア緊急支援助成 全国

多くの社会的ハンディキャップを抱えながら早期の自立を迫られるケアリーバー等
の若者は、他の若者と比べ社会的に弱い立場に追い込まれやすい。コロナ禍前か
ら就労先がサービス業中心であったため選択肢の減少などにより就労に困難を抱
える者もまだ多く、長期化によりメンタルヘルスの問題にまで発展した者も少なくな
い。また、物価高による生活費の圧迫が、人との交流等の低下や、健康面への悪
影響などに繋がり、社会的孤立や経済困窮へと発展する可能性も危惧される。コ
ロナ禍/物価高の影響を受けるケアリーバー等の若者に、就労支援や相談支援、
アウトリーチなどの伴走支援を行い、「社会的孤立」や「経済的困窮」からの脱却に
繋げていく。

90,963,670

※各団体の申請書類より作成。

※なお、申請があった6団体のうち2団体について、今回の公表に含まれておりません。結果が確定次第、公表予定です。

［2023年3月1日追記］公表に含まれていなかった2団体の結果については、3月1日に公表しました。
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